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１．先月の回顧と今後の相場見通し（要旨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜先月の回顧＞ 

① 株式市場 

日本株式は堅調に推移し、日経平均株価は前月比＋1,052円と大幅に上昇（騰落率＋4.97％、

月末終値22,258円）。月前半の日経平均株価は中国景気の底入れ期待から上昇し、約4カ月半

ぶりに心理的な節目となる22,000円台に上昇。後半以降は10連休を控え様子見ムードが広が

り、売買代金が１年8カ月ぶりの低水準となるなど、横ばい圏で推移。 

② 為替市場 

   米ドル円相場は、小幅に円安ドル高方向に推移（月末気配：１ドル 111.42 円）。米中の経済

指標の改善などを受け、リスク選好の動きから円は小幅に下落。 

③ 債券市場 

    日本の 10 年国債利回りは、月末値▲0.045%（前月末比＋0.05%）まで金利上昇。世界経済

減速への懸念が和らいだことから前月末比上昇したが、依然マイナス圏で推移。 

 

＜今後の相場見通し＞ 

① 株式市場 

日経平均株価は、決算発表を確認しながら緩やかに上値を試す展開を予想。5 月５日にトラン

プ大統領が対中追加関税に言及したことから、10 連休明けの日本株は下落して始まったが、米

中交渉は多少時間がかかっても合意以外の選択肢はないと思われるため、交渉の進展と共に相

場の回復を見込む。 

 （予想レンジ）日経平均株価  20,500 ～ 23,000 円  NY ダウ 25,000 ～ 27,000 ドル 

② 為替市場 

   米ドル円相場は、レンジ内でもみ合いの展開を予想。米経済は堅調だが、米中貿易交渉や米政

治情勢の不透明感は根強いため、相場はレンジ内での推移を見込む。 

 （予想レンジ）米ドル円 108 ～ 113円  ユーロ円 120円 ～ 128円 

③ 債券市場 

   日本の 10 年国債利回りは、横ばい推移を予想。4 月の日銀金融政策決定会合で、日銀は 20

年春ごろまで現在の超低金利政策を維持するとのフォワードガイダンスを明確化しているた

め、金利は低位安定を見込む。 

（予想レンジ）日本 10 年国債利回り ▲ 0.10 ～ 0.05 %   米国 10 年国債利回り 2.35 ～ 2.80％ 
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２．株式 < 主要株式指標 前月騰落率 > 

 
< 主要株式指標 月末終値 > 

日経平均 TOPIX NY ﾀﾞｳ S&P500 NASDAQ DAX FTSE100 ｵｰﾙｵｰﾃﾞｨﾅﾘｰｽﾞ 上海総合 ﾎﾞﾍﾞｽﾊﾟ SENSEX 

日本 日本 ｱﾒﾘｶ ｱﾒﾘｶ ｱﾒﾘｶ ﾄﾞｲﾂ ｲｷﾞﾘｽ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 中国 ﾌﾞﾗｼﾞﾙ ｲﾝﾄﾞ 

22,258.73 1,617.93 26,592.91 2,945.83 8,095.39 12,344.08 7,418.22 6,418.40 3,078.34 96,353.33 39,031.55 

< 日経平均株価推移 > 

 
（出所）：QUICKのデータを基に静銀ティーエム証券が作成 
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＜先月の回顧＞ 

① 日本株式は堅調に推移し、日経平均株価は前月比＋1,052円と大幅に上昇（騰落率＋4.97％、月末終値22,258

円）。月前半の日経平均株価は中国景気の底入れ期待から上昇し、約4カ月半ぶりに心理的な節目となる22,000円

台に上昇。後半以降は10連休を控え様子見ムードが広がり、売買代金が１年8カ月ぶりの低水準となるなど、横ば

い圏で推移。 

② 米国株式は引き続き堅調に推移し、NY ダウは前月比+664 ドル（騰落率+2.56％、月末終値 26,592 ドル）、ナ

スダックは前月比+366 ポイント（騰落率+4.74％、終値 8,095 ポイント）上昇。企業決算が幅広い業種で市場予

想を上回ったことや 26 日の米国 GDP が前期比で年率 3.2％増となり、景気減速への警戒感が一段と後退したこ

とから、S&P500・ナスダック指数は史上最高値を更新。 

＜今後の見通し＞  

① 日経平均株価は、決算発表を確認しながら緩やかに上値を試す展開を予想。5 月５日にトランプ大統領が対中追加

関税に言及したことから、10 連休明けの日本株は下落して始まったが、米中交渉は多少時間がかかっても合意以

外の選択肢はないと思われるため、交渉の進展と共に相場の回復を見込む。 

② 米国株式は、利益確定の売りをこなしながら底堅い展開を予想。米中貿易交渉や米政治情勢の不透明感は根強いが、

5 月 3 日発表の雇用統計では、失業率が 49 年 4 カ月ぶりの低水準となるなど米国経済は依然堅調であることか

ら、米国株式は底堅い推移を想定。 

（今月の予想レンジ） 日経平均株価 20,500～ 23,000 円  NY ダウ 25,000 ～ 27,000 ドル 
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３．外国為替 < 主要通貨対円 前月騰落率 > 

 
< 主要通貨対円 月末気配レート > 

USD EUR GBP AUD CAD NZD NOK BRL INR MXN RUB ZAR TRY 

ｱﾒﾘｶ EU ｲｷﾞﾘｽ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ ｶﾅﾀﾞ ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ ﾉﾙｳｪｰ ﾌﾞﾗｼﾞﾙ ｲﾝﾄﾞ ﾒｷｼｺ ﾛｼｱ 南ｱﾌﾘｶ ﾄﾙｺ 

111.42 125.01 145.24 78.52 83.15 74.29 12.9 28.41 1.6012 5.8773 1.7227 7.74 18.67 
< ドル円推移 > 

 

（出所）：QUICKのデータを基に静銀ティーエム証券が作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．債券 < 10 年国債利回り 前月騰落幅 > 
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＜先月の回顧＞ 

① 米ドル円相場は、小幅に円安ドル高方向に推移（月末気配：１ドル 111.42 円）。米中の経済指標の改善などを受

け、リスク選好の動きから円は小幅に下落。 

② ユーロ円相場は、前月比ほぼ変わらず。好調な中国経済指標を受け、欧州の外需を巡る環境好転との期待から一時

126 円台までユーロ高円安が進行。その後、軟調な欧州経済指標の公表からユーロ安円高の展開となり、前月末比

ではほぼ変わらず（月末気配：１ユーロ 125.01 円）。 

③  新興国通貨は対円で全般的に堅調な展開。米利上げ停止による米ドル高圧力の緩和および原油価格の上昇により資源

国通貨（ロシアルーブル・メキシコペソ等）は、堅調に推移。一方、トルコリラ安が進行。 統一地方選挙で大都市を

中心に与党の支持率低下が鮮明となり、またトルコ中銀が金融引き締め姿勢を後退させたことが要因。      

＜今後の見通し＞ 

① 米ドル円相場は、レンジ内でもみ合いの展開を予想。米経済は堅調だが、米中貿易交渉や米政治情勢の不透明感は

根強いため、相場はレンジ内での推移を見込む。 

② ユーロ円相場は、引き続きユーロ弱含み推移を予想。欧州景気の減速感の強まりおよび英国のＥＵ離脱問題混迷など

からユーロ安の展開を想定。 

③ トルコリラは一進一退ながら、上値が重い展開を予想。米国との関係悪化は深刻で、エルドアン大統領への求心力は

低下しており、しばらくは上値の重い展開を見込む。 

（今月の予想レンジ） 米ドル円 108.00  ～ 113.00 円  ユーロ円  120.00 円 ～  128.00 円  
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４．債券 < １０年国債利回り 前月騰落幅 > 

 

 

 

 

< 日本 10 年国債利回り推移 > 

 

< 米国 10 年国債利回り推移 > 

 
（出所）：QUICKのデータを基に静銀ティーエム証券が作成 
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 日本 アメリカ ドイツ イギリス インド ブラジル メキシコ 

10 年国債利回り -0.045 2.500 0.012 1.184 7.4140 9.026 8.140 
前月騰落幅 0.05 0.094 0.085 0.191 0.0735 0.01 0.063 

      

      

      

      

      

        

         

＜先月の回顧＞ 

① 日本の 10 年国債利回りは、月末値▲0.045%（前月末比＋0.05%）まで金利上昇。世界経済減速への懸念が和

らいだことから前月末比上昇したが、依然マイナス圏で推移。 

② 米国 10 年国債利回りは、月末値 2.500％（前月末比＋0.094%）と金利上昇。底堅い米国経済指標や米国株式

市場の堅調推移を背景に、3 月の大幅金利低下から反転上昇。 

＜今後の見通し＞ 

① 日本の 10 年国債利回りは、横ばい推移を予想。4 月の日銀金融政策決定会合で、日銀は 20 年春ごろまで現在の

超低金利政策を維持するとのフォワードガイダンスを明確化しているため、金利は低位安定を見込む。 

② 米国の 10 年国債利回りは、若干の上昇を予想。底堅い米国経済指標や堅調な企業決算により、徐々に金利水準が

切り上がる展開を想定するが、FRB の慎重な金融緩和政策の維持により金利の上昇余地は限定的。 

（今月の予想レンジ）日本 10 年国債利回り ▲0.10～0.05%   米国 10 年国債利回り 2.35～ 2.80 ％ 

 



5 
 

５．その他「リート、商品」 < 月末気配値または終値及び前月騰落率 > 

 

リート（配当除き） 商品（米ドル建） 

東証リート指数 S&P 米国リート指数 S&P 豪州リート指数 原油 WTI 先物 金 COMEX 先物 

指数（配当除き） 1,889.13 329.29 156.39 63.47 1,285.7 
前月騰落率 -0.95 -0.46 -2.67 5.47 -0.99 

< 東証リート指数（配当除き）推移 > 

 
< WTI（原油先物）推移 > 

 
（出所）：QUICKのデータを基に静銀ティーエム証券が作成 
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＜先月の回顧＞ 

① Ｊリート（日本の不動産投資信託）市場の東証リート指数は、前月末比▲18.23 ポイント（月末終値：1,889.13 ﾎﾟ

ｲﾝﾄ）下落。金融機関の利益確定売りおよび長期金利の上昇から、上値が重い軟調な展開。 

②  ＷＴＩ(原油先物)は、堅調に推移。米国トランプ政権が、イラン産原油の輸入について日本を含む一部の国に対し

認める特別措置を、5 月 2 日で打ち切ることを発表。またベネズエラやリビア等の政情不安による供給減が重なり、

ＷＴＩは一時１バレル 66 ドル台まで上昇（月末終値：63.47 ドル）。 

＜今後の見通し＞ 

① 東証リート指数は、上値が重い展開を予想。国内長期金利の低位安定および東京オフィス賃料の上昇傾向継続など

投資環境は依然良好だが、東証リート指数は 1,900pt 近辺では利益確定売りが多く、もみ合いを想定。 

② ＷＴＩは、横ばい圏の推移を予想。ＯＰＥＣの協調減産および FRB の金融緩和姿勢、米国のイラン、ベネズエラに

対する経済制裁が原油高要因だが、原油高を懸念するトランプ米大統領の牽制発言や米国シェール増産基調という

原油安要因もあるため、原油価格はレンジ内推移を想定。 

（今月の予想レンジ） J リート  1,830～ 1,950 ポイント     ＷＴＩ 55～ 67 ドル 
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６．2019 年 5 月のスケジュール 

日 本 米 国 その他 

20 日 

22 日 

24 日 

25-28 日 

 

 

1-3 月期 GDP 

4 月貿易統計 

4 月全国 CPI 

トランプ大統領訪日予定 

30-1 日 

2 日 

 

 

3 日 

10 日 

15 日 

16 日 

23 日 

31 日 

FOMC 

イラン産原油輸入禁止にお

ける 8 ヵ国・地域の適用除外

措置期限 

4 月雇用統計 

4 月消費者物価指数（CPI） 

4 月小売売上高 

4 月住宅着工件数 

5 月製造業 PMI 

ＰCE コア･デフレーター 

2 日 

7 日 

8 日 

16 日 

18 日 

～19 日 

21 日 

23 日 

 

23-26 日 

31 日 

BOE 金融政策委員会（英国） 

豪州金融政策決定会合 

ブラジル金融政策決定会合 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ金融政策決定会合 

豪州総選挙 

インド連邦議会下院総選挙 

OECD 経済見通し 

インド議会選挙の開票 

南ｱﾌﾘｶ金融政策決定会合 

欧州議会選挙 

ドイツ５月 CPI 

（出所）：各種報道機関等の情報を基に静銀ティーエム証券が作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆セミナーのご案内 
＜参加ご希望のお客さまは主催各店もしくは本社サポートセンター(TEL0120-23-1184)へお申し込み下さい＞ 

 
 
◆静銀ティーエム証券・静岡銀行共催『資産形成セミナー』 

 

開催日
開始
時間

終了
時間

部支店名 内容 会場

2019/5/20 14:00 15:30 掛川支店
アメリカ・中国・日本・EU・・・

今後の世界経済の見通し/５Gで拡がる新たな投資機会
生涯学習センター

2019/5/22 10:00 11:30 磐田支店 世界経済情勢と株式市場の投資環境見通し(5Ｇ)
静岡銀行
磐田支店

2019/5/22 13:30 15:00 磐田支店 世界経済情勢と株式市場の投資環境見通し(5Ｇ)
静岡銀行
磐田支店

2019/5/30 10:00 11:30 富士支店
5G時代到来！あなたは今変化の岐路にたっています

～平成が終わり令和がはじまりました！～
ふじさんめっせ

2019/5/30 14:00 15:30 富士支店
5G時代到来！あなたは今変化の岐路にたっています

～平成が終わり令和がはじまりました！～

富士宮市民
文化会館

2019/6/4 14:00 15:30 横浜支店 今後の世界経済の見通し～5Gで広がる未来世界～
静岡銀行
藤沢支店

2019/6/6 14:00 15:30 横浜支店 今後の世界経済の見通し～5Gで広がる未来世界～
静岡銀行
横浜支店

2019/6/19 14:00 15:30 浜北中央支店
【1部】2019年　世界の投資環境について

【2部】日本株の見通し　新成長株Ｆ（グローイング・カバーズ）の

運用状況について
浜北文化センター

2019/6/21 13:30 15:00 富士支店
「人生100年時代」を安心して暮らしませんか？

～人生を有意義に過ごすヒント～

静岡銀行
富士川支店

2019/6/21 10:00 11:30 磐田支店
世界経済情勢と株式市場の投資環境見通し

(ロイヤルマイル・健次）

静岡銀行
磐田支店

2019/6/21 13:30 15:00 磐田支店
世界経済情勢と株式市場の投資環境見通し

(ロイヤルマイル・健次）

静岡銀行
磐田支店

開催日
開始
時間

終了
時間

部支店名 内容 会場

2019/5/26 10:00 12:00 西部エリア 「これからの時代の資産形成～世界を変える5Ｇ～」 アゴラ浜松

【作成】静銀ティーエム証券(株) 商品部 

佐野 寿宏 (公益社団法人日本証券アナリスト協会 認定アナリスト ･ 日本ＦＰ協会認定ＣＦＰ/1 級ＦＰ技能士) 

長堀 新司 (公益社団法人日本証券アナリスト協会 認定アナリスト) 
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● 投資信託にかかるご注意 

◆ お客様にご負担いただく費用 

直接ご負担いただく費用    ・申込手数料 上限 3.78％（税込） ・信託財産留保額 上限 0.5％ 

間接的にご負担いただく費用  ・信託報酬 上限 2.376％（税込） ・その他の費用 監査報酬、売買委託手数料等 

※「その他の費用」につきましては、運用状況等により変動するものであり、事前に料率・上限額等を表示できません。 

また、費用等の合計額につきましても、申込金額や保有期間等に応じて異なりますので表示できません。 

※上記の費用の料率につきましては、当社が販売する投資信託のうち、それぞれの費用における最高の料率を記載しております。 

※外貨建て外国投資信託の売買、償還等にあたり、円貨と外貨を交換する際には、当社が決定した適用為替によるものとします。 

◆ 投資信託のリスクについて 

投資信託は、主に国内外の株式や債券、REIT、その他の有価証券等を投資対象としますので、組入有価証券等の価格の下落（価格変動リスク）

や、組入有価証券等の発行会社の倒産や財務状況の悪化（信用リスク）、また外貨建資産に投資する場合には為替の変動（為替リスク）等の影

響により基準価額が下落し、損失を被ることがあります。したがって、投資元本が保証されているものではなく、これを割り込むことがありま

す。ファンドによっては、換金できない期間がある場合や、1日あたりの換金額が制限される場合があります。 

詳細は各ファンドの契約締結前交付書面（投資信託説明書（交付目論見書）および補完書面）をご確認ください。 

● 上場有価証券等にかかるご注意 

◆ お客様にご負担いただく費用 

上場有価証券等の売買にあたっては以下の手数料をいただきます。 

・ 日本株式      約定代金に対して税込み最大 1.188％（最低料金 1,620円） 

・新株予約権付社債  約定代金に対して税込み最大 1.188％（最低料金 2,700円） 

・ 外国株式      約定代金に対して税込み最大 1.080％ 

◆ 上場有価証券等のリスクについて 

株式相場、金利水準、為替相場等の変動等によって上場有価証券等の価格が変動し、損失が生じるおそれがあります。上場有価証券等の発行者 

等の業務や財産の状況の変化によって上場有価証券等の価格が変動し、損失が生じるおそれがあります。 

上場有価証券等のお取引の際は、あらかじめ上場有価証券等書面をよくお読みください。 

● 円貨建て・外貨建て債券にかかるご注意 

◆ お客様にご負担いただく費用 

債券を募集・売出し等により、または当社との相対取引により購入する場合は、購入対価のみをお支払いただきます。 

外貨建て債券の売買、償還等にあたり円貨と外貨を交換する際には、当社が決定した為替レートによるものとします。 

◆ 債券のリスクについて 

債券の市場価格は、基本的に市場の金利水準の変化に対応して変動します。したがって売却の場合は売却損が生じるおそれがあります。 

外貨建て債券は為替相場の状況によっては為替差損が生じるおそれがあります。債券の発行者等の業務や財産の状況の変化によって債券の価格 

が変動し、売却損が生じるおそれがあります。 

上記は、債券のすべてのリスクを表記したものではありませんので、お取引の際は、あらかじめ契約締結前交付書面をよくお読みください。 

商号等／静銀ティーエム証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第１０号     加入協会／日本証券業協会 

 本資料に関してご留意頂きたい事項 

■本資料は、投資環境等に関する情報提供のために静銀ティーエム証券が作成した資料であり、金融商品取引法に基づく開示資料ではありません。

投資勧誘に使用することを想定して作成したものではありません。  

■本資料の内容は作成時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。 

■本資料は信頼できると判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性等を保証するものではありません。 

■各ページのグラフ・データ等は、過去の実績・状況であり、また、見通しないし分析は作成時点での見解を示したものです。したがって、将来の

市場環境の変動や運用状況・成果を示唆・保証するものではありません。また税金・手数料等は考慮しておりません。 

■本資料に示す意見等は、特に断りのない限り本資料作成日現在の静銀ティーエム証券商品部の見解です。 

また、静銀ティーエム証券が取り扱う商品における投資判断がこれらの見解に基づくものとは限りません。 
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